
「伊豆エンデュランス練習会」 取材レポート 

 

今回のイベントの概要ですが、種目は 20km ライド・10km×２ライド・10km ライドの３種類。 

それぞれの種目は実際のエンデュランス大会の流れを踏襲していますが、「大事な核は本格的に」「初めて・経験の少ない人馬のニーズを 

大切に」よく練られたプログラムとなっていました。 

 

例えば、馬体検査。 

公認大会で獣医師団長を務める事のできる獣医さんが、大会同様の検査項目と基準で獣医検査を実施します。 

でも、歩様検査でうまくリーディングができなかった時は、納得いくまで練習をすることもできます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に、スタート。 

公認競技会では基本的に一斉スタートですが、練習会では特に縛りはありません。 

単独でコースを回りたい人馬、チーム走行したい人馬がそれぞれのタイミングでスタートすることができます。 

これは特に初めて競技に出場することを目指している馬の馴致にはありがたいです。 

もちろん、必要ならクルーに手伝ってもらうことも OK です。 
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馬体検査は本格的に スタート前の馬装確認 

河津桜が見守ります 



ゴールしてからも時間の縛りがないので、馬装や馬装解除、クールダウン、心拍の確認から獣医検査まで、 

ゆっくりじっくり自分自身の手で、試行錯誤しながら体験し身につけることができます。 

 

今回参加されていたＯさんとＫさんからお話を伺うことができました。 

Ｏさんは某大手乗馬クラブで乗馬を始め、外乗に訪れた際にエンデュランスを知り、興味を持たれたそうです。 

Ｋさんは公認競技出場を目指して資格を取得した直後にコロナ禍となり、今回の練習会参加に参加されたそうです。 

 

質問 練習会に参加されていかがでしたか？ 

Ｏさん：エンデュランスやってみたくなりました！ 

Ｋさん：5 月の八ヶ岳大会に出場したくなりました。これから馬を探して・・・ 

Ｏさん: 3 月、4月の伊豆大会で 20km に出場希望です。 

質問 今回 10km×2 に参加されましたが、いかがでしたか？ 

Ｋさん：２回獣医検査を受けられて、それぞれとても勉強になりました。 

久しぶりで忘れてしまっていたことを思い出すこともできました。 

大会本番で今回の経験を活かすことができると思います。 

Ｏさん：獣医検査のことを何もわからないで参加しましたが、２回体験できたのはとても良かったです。 

 

     主催者の意図としては、次のような事があるそうです。 

       ・「エンデュランス競技」の流れをまず体験していただきたい 

・競技会の前の練習として本格的な走路を利用いただきたい 

   ・新馬の走行トレーニング、休養明けのリハビリに利用いただきたい   

    ・自分の思った通りの走行を試していただきたい 

   （1 人で走行する、ぴったり 1 時間で帰ってくる、etc）           

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「ぼくも初めて参加したよ」 

ライダー自ら心拍確認 
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今回取材に行ってみて、私が競技を始めた 20 数年前を思い出しました。 

 

何しろ当時はエンデュランス競技自体が国内で始まったばかり、誰も経験がありませんでした、 

競技ルールも今ほど多くなく、良い意味で大らかに、大会役員も選手クルーも和気あいあいとやっていました。 

様々な問題が起こることもありましたが、それぞれがホースマンシップを発揮して、みんなでそれを乗り越えながらやってきました。 

 

その後、各地で公認競技会が開かれるようになり、国際大会までおこなわれるようになりました。 

規定や資格制度が整備されて、競技の公平性や安全性が高まった一方で、初心者の方にとっては敷居が高く、とっつきにくい雰囲気が強く

なってきてしまっていると思います。 

 

今回のような企画はそのギャップを埋め、エンデュランスに興味がある方のニーズに応えるものであったと思います。 

 

今回が３回目ということで、伊豆ホース・カントリーで騎乗経験のある方、来場した事のある乗馬クラブを対象に募集を行っているそう

ですが、今後対象を広げていくことも考えているようです。 

このような機会が増えていくとエンデュランス競技の普及につながると良いと思います。 

 

本協会も協会を立ち上げとコロナ禍が重なり、活動しづらい時期が長く続きましたが、エンデュランス競技を皆さんに知ってもらうべく、

今回のような取材やイベントをやっていきたいと考えています。 

 

※「伊豆エンデュランス練習会」のお問い合わせは伊豆ホース・カントリーまで 

  Mail：cei-info@arabianhorseranch.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文責：日本エンデュランス・ライド協会 谷 
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